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「ぎふ中小企業支援ファンド投資事業有限責任組合」の設立について 

 

 

当社は、中小企業基盤整備機構および岐阜県内 13 金融機関（十六銀行、大垣共立銀行、

岐阜銀行、岐阜信用金庫、大垣信用金庫、高山信用金庫、東濃信用金庫、関信用金庫、八

幡信用金庫、西濃信用金庫、岐阜商工信用組合、飛騨信用組合、益田信用組合）とともに、

官民一体となって地域の中小企業再生を支援する「ぎふ中小企業支援ファンド投資事業有限

責任組合」（総額 20 億円、以下「本ファンド」という）を組成致しました。本ファンドの業務執行

については当社 100％出資子会社であります株式会社ぎふリバイタルが行います。 

 

中小企業基盤整備機構が出資する地域中小企業再生ファンドのうち当社がファンド運営に

関与するのは、愛媛県、埼玉県、沖縄県、千葉県に続き、5 件目となり、ファンド総額は合計

130 億円となります。 

 

岐阜県において地域経済の本格的な回復に不可欠な中小企業の再生を支援する為、本フ

ァンドにて主として県内中小企業の金銭債権や株式等を中長期的に保有し、継続的かつきめ

細かい経営支援等（ハンズオン支援）を行います。官民の持つノウハウを結集し、また当社の

有する企業再生関連のノウハウを更に進化させて本ファンドの成功に向けて全力を挙げてま

いります。 

 

 

 

 

 

 



 

1. 当ファンドの内容 

 

（1） ファンドの概要 

・名 称 ： ぎふ中小企業支援ファンド投資事業有限責任組合 

・設 立 ： 平成 20 年 3 月 31 日     

・ファンド形態 ： 投資事業有限責任組合 

・ファンド総額 ： 2,000 百万円 

・ファンド出資者 ：        

  
出 資 者 出資額（百万円） 

㈱十六銀行 340  

㈱大垣共立銀行 300  

㈱岐阜銀行 40  

岐阜信用金庫 140  

大垣信用金庫 20  

高山信用金庫 20  

東濃信用金庫 20  

関信用金庫 20  

八幡信用金庫 10 

西濃信用金庫 20  

岐阜商工信用組合 10 

飛騨信用組合 10  

益田信用組合 5  

㈱ぎふリバイタル 45  

中小企業基盤整備機構 1,000  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） ファンド運営会社の概要 

・名 称 ： 株式会社ぎふリバイタル 

・設 立 ： 平成 20 年 1 月 

・資 本 金 ： 45 百万円 

・代 表 者 ： 田中 敏明（当社 専務取締役） 

・役員、従業員 ： 役職員 5 名 

・株 主 ： ㈱リサ・パートナーズ （100％連結子会社） 

 

 

 



 

（3） ファンドスキーム図 

 

 

 
 

2. 当ファンドの特色 

当社グループと、岐阜県内に本店を置く 13 金融機関（十六銀行、大垣共立銀行、岐

阜銀行、岐阜信用金庫、大垣信用金庫、高山信用金庫、東濃信用金庫、関信用金庫、

八幡信用金庫、西濃信用金庫、岐阜商工信用組合、飛騨信用組合、益田信用組合）、

および中小企業基盤整備機構が出資し、官・民・地域がまさに一体となり、総力をあげて

企業再生に取り組みます。企業再生業務の推進にあたっては、岐阜県中小企業再生支

援協議会と密接に連携し、岐阜県信用保証協会、岐阜市信用保証協会にも協力をいた

だきながら、的確かつ迅速に対応いたします。 

 

3. 当ファンドの投資対象 

当ファンドは、過剰債務により経営不振となっているものの、優良な経営資源を有する

等再生が期待しうる岐阜県内中小企業を主な投資対象としています。運営に当たって

は、岐阜県中小企業再生支援協議会等地域の関係者と連携しながら、再生計画の策

定および実行を支援するとともに、債権買取・出資・融資・社債引受等財務面からの支



 

援を行い、さらにはハンズオンで経営支援にも取り組むことによって、投資先企業の再

生を着実に進めていきます。 

 

4. 当ファンドのストラクチャー 

当ファンドでは、投資事業有限責任組合法に基づくスキームを活用します。当社が

100％出資する㈱ぎふリバイタルが業務執行組合員としてファンド運営を担当します。ま

た、岐阜県内の13金融機関と当社グループが民間側として出資するとともに、中小企業

基盤整備機構が公的資金として 10 億円（ファンド総額 20 億円の 50％）を出資します。 

当ファンドの運営にあたっては、岐阜県中小企業再生支援協議会および県内金融機

関を中心に、地域における経営資源やノウハウを集約するとともに、ファンド運営にあた

って中心的役割を担う当社グループが、民間レベルの事業再生スキル、ノウハウを全面

的に提供し、官民協働で地域中小企業の再生を支援します。 

 

5. 当期業績への影響 

当社連結子会社である㈱ぎふリバイタルにおいて、ファンド管理報酬等の計上が見込

まれるほか、当社及び当社グループ会社において、ファンド運営に関する業務受託報

酬や、ファンド出資からの配当収益等が見込まれます。また、地域金融機関等とのリレ

ーションが強化され、様々なビジネス機会が増加することが期待できます。 

当期につきましてはファンド管理報酬を中心に 50 百万円程度の収益が見込まれます

が、平成 20 年 2 月 8 日に開示いたしました業績予想に織り込み済みです。 

 

以上 


